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 市内各地の最近の話題や
 名所・旧跡を紹介します。

▲佐久間健也さん（2年）から苗木が手渡されました
栃木農業高校の生徒たちが9か月間育ててきました▶

　入舟町の（仮称）文学館（旧市役所別館）の東側、「ハガキの木」として地域の皆
様に親しまれてきました「タラヨウ」の木。樹勢が落ちて倒木の恐れがあったため、
栃木農業高校が取り組んでいる「グリーンバンクとちぎ」の協力を得て、世代交代を

進めています。2月 24日、生徒たち
が大切に育ててきた苗木が、市に引き
渡されました。当面は鉢のまま育て、
ある程度生長したら、文学館のシンボ
ルツリーとして敷地内に植樹します。

タラヨウ苗木の引渡し式

▼お堂の外観

▲薬師如来坐像と十二神将像

　西方町金井にある鉄
てつぞうやくしにょらいざぞう
造薬師如来坐像は、建治3年（1277年）に造られた鉄造彫

刻です。鎌倉時代における鉄仏の代表作ともいわれ、国の重要文化財に指定されてい
ます。普段はお堂の中
に納められていますが、
重厚な威厳と品位溢れ
るその表情で、西方地
域を静かに見守ってい
ます。
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◀第1部の講話の様子

わたらせ大学で講話と落語
　1月14日（木）、前野木町教育長の中野晴

はるなが
永先生を招き、第１部「コロナ禍に

考える我々熟年世代の出番」と題しご講話いただきました。コロナ禍で今までと
は違う生活スタイルになり、様々な制約の中で暮らしていく上での考え方をお聞
きしました。第２部は『京

きょうや
家夢の助師匠』として、今年の干支にちなんだ古典落

語「牛ほめ」を披露していただき、会
場は参加者の笑いで包まれました。

桜峠を望む▶

▲ 桜峠にある案内板
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